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Ⅰ．緒　　　言

Brugada症候群は突然死をきたすことがあり，注

目されている1），2）．最近，Brugada症候群で心房静

止を有するとの症例報告3）や，本症候群で洞結節機

能異常が認められたとの報告4）がある．また，本症

候群の約1/3に一過性心房細動が認められたとの報

告5），6）もみられる．しかし，本症候群における洞結

節に関する組織学的な検討は，きわめて少ない7）．

今回，筆者らは洞結節に有意な病変を有する

Brugada症候群の突然死例を経験したので報告する．

Ⅱ．症　　　例

30歳の男性が夕食後に突然意識消失をきたした．

3分後に意識はもどったものの，救急車で当院の救

急外来を受診した．毎年健康診断を受けており，今

までに特に異常を指摘されたことはなかった．意識

は清明で血圧は124/81mmHg，脈拍は80/分 整で

あった．心雑音は聴取されず，肺野にラ音も聴取さ

れなかった．その他神経学的所見も含め，特に異常

は認められなかった．心電図検査を終えたところで，

再び意識を失くした．顔面蒼白で，呼吸停止，心停

止となり，救急蘇生が行われたが，2時間後に死亡
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が確認された．心電図は右脚ブロックとV1，2でcoved

型のST上昇を示し（図1），Brugada症候群と診断さ

れた．なお，心臓マッサージを行いながら施行した

頭部CTでは特に異常は認められなかった．

死亡17時間後に病理解剖が行われた．家族より検

索の同意が得られたのは心臓のみであった．心重量

は380gで，弁膜には異常なく，冠動脈にも有意な狭

窄は認められなかった．左右両心室，左右両心房の

拡大は観察されなかったが，左室壁が軽度ながら肥

厚していた（図2）．組織学的な検索では，右室流出

路に著しい脂肪織が観察され（図3A），収縮帯壊

死8）～10）が左右両心室でびまん性に認められた（図3B）．

心室および心房では心筋細胞の肥大や萎縮および有

意な間質の線維化は認められなかった．刺激伝導系

については，Levの方法11），12）により連続切片標本を

作成し検討が行われた．洞結節では洞結節細胞は半

減しており，脂肪織と線維化が目立った（図3C）．

房室結節には異常なく（図3D），His束，左脚，右脚

ともに異常は認められなかった（図3E）．

Ⅲ．考　　　察

本症候群における洞結節に関する組織学的な検討

は，唯一Corradoら7）によって行われているのみで

ある．彼らは右脚ブロックと右側胸部誘導でのST

上昇を有し，突然死した13例で刺激伝導系について

検討している．それによると13例中2例で，洞結節

で軽度の線維化が認められたと述べている7）．今回

の症例が，生前上室性の不整脈を有したかどうかは

全く不明である．しかし，本症候群で心房静止3），
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図1 12誘導心電図
不完全右脚ブロックとV1,2でST上昇が認められる．

図2 心室の横断像
左室壁が軽度ながら肥厚している．



洞結節機能異常4），一過性心房細動5），6）等が認められ

ることを考えると，今回の症例の洞結節に有意な病

変が認められたことは大変興味深い．また彼ら7）は，

右脚に中等度ないし著しい線維化が認められること

があると述べているが，今回の症例では認められな

かった．

Brugada症候群では，しばしば右室腔の拡張や右

室心筋に広汎な脂肪織が認められると報告されてい

る7），13）～16）．今回の症例では，右室腔の拡張はないも

のの，右室流出路で著しい脂肪織が観察された．こ

の脂肪織以外に目立った変化は，両心室における収

縮帯壊死8）～10）であった．Teraokaら8）は，連続500例

の剖検心を用い，心室筋について病理組織学的に詳

細に検討している．彼らは原因不明の突然死28例中

19例（67.9％）で，収縮帯壊死が観察されたと述べて

いる．また，彼らはこれらの症例とは別に，いわゆ

るポックリ病17）16例中11例（68.8％）でも，心室筋に

広汎に収縮帯壊死が認められたと報告している9）．

一方，収縮帯壊死は冠動脈閉塞後の再灌流によって

生じることは広く知られている10）．今回，当院受診

直前に心室細動によると思われる意識消失をきたし

ており，収縮帯壊死が心拍再開後に再灌流傷害とし

て生じたのか，あるいはTeraokaら8），9）がいうよう

に突然死との関連として生じたのか，その点は明ら

S-4-29JPN. J. ELECTROCARDIOLOGY Vol. 25 SUPPL. 4 2005

図3 心臓の組織像
Ａ：右室流出路の組織像．著しい脂肪織が認められる．

Ｂ：左室の組織像．収縮帯壊死が観察される．

Ｃ：洞結節．洞結節細胞は半減しており，脂肪織と間

質の線維化が目立つ．

Ｄ：房室結節．異常はみられない．

Ｅ：His束（MB）と右脚（↓）．右脚には異常はみられ

ない．



かではなかった．しかし本症候群の突然死例で，心

室筋に収縮帯壊死が観察されたとの報告例は今まで

になく，本症例が初めてである．
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